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【研究内容】 

地殻の不均質構造と微小地震活動の時間的・空間的分布の関係を大規模で集中的な観測によって明らかに

する。これまで、例えば、１９９５年兵庫県南部地震や、１９９９年台湾集集地震、2004 年新潟県中越地震などで

は余震観測を本震発生直後から実施して、本震断層の形状、余効的地殻活動を明らかにした。また、伊豆半島

では発生している群発地震を、通信衛星テレメータ地震観測と機動的臨時観測とを組み合わせて実施した。【島

弧地殻の変形過程と内陸大地震の発生機構】観測的方法によって日本を含む島弧地殻の構造と進化の過程を

特に、地殻の変形過程に注目して研究する。この研究の目標は、島弧内部の地殻の変形がどのように内陸大地

震の発生を準備し、地震に至るかを明らかにすることである。地震予知研究計画の一環として東北奥羽脊梁（せ

きりょう）山地、北海道日高地方、後津川断層付近、濃尾断層付近で自然地震の観測、制御震源（人工地震）の

観測を行った。近年では、首都圏に約 300 か所の地震観測点（首都圏地震観測網：Metropolitan Seismic 

Observation network: MeSO-net）を整備して、南関東の下のプレート構造の研究を行っている。 
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